
 

 

 

 

 

 

考えよう！スマホ・タブレットの使い方！ 
 ２月２６日、警視庁は以下のことを発表しました。（朝日新聞より） 

 

 ２０２５年に SNSがきっかけで、犯罪に巻き込まれた１８歳未満の子どもは前年から８０人 

増え、１５６６人だった。このうち小学生の被害は１６７人（前年比３１人増）で、この１０年 

間で約４倍になった。 

 

スマートフォンは、私たちの生活にとって大変便利なものです。現金を持っていなくても、買い物が

できる、電車やバスに乗ることができるなど生活の必需品になりつつあります。しかし、スマートフォ

ンの使用の低年齢化に伴い、オンラインゲームや SNS を通じて犯罪に巻き込まれるケースが目立って

います。犯罪に巻き込まれた小学生１６７人のうち１６０人が女子、７人が男子でした。年齢別では、

１２歳５７人、１１歳７１人と高学年が圧倒的に多く、罪種別では、不同意わいせつ５５人、児童ポル

ノ４５人、不同意性交等２４人の順に多くなっています。子どもたちはティック・トック、インスタグ

ラムやオンラインゲームなどを通じて、知らない人と知り合い、「ネッ友」と呼ばれる仲になり、ネッ

トで出会った人に会いに行き、犯罪に巻き込まれるという構造になっているそうです。 

幸い、明小学校の子どもたちが今このような犯罪には巻き込まれていませんが、タブレットの検索履

歴には、学習に必要のないものを検索した履歴が残っている事実もあります。子どもたちの会話から、

夜中までオンラインゲームをしていたこと、一睡もせずラインをしていたこと、早朝までスマホで話を

していたことなどがわかってきました。学校でも情報リテラシーに関して子どもたちと話をしますが、

ご家庭でもお子様とスマホやタブレットの使い方について話し合っていただけるとありがたいです。 

PTA 会員数で配付しています。 
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